
 

令和 4年度第 2回釜石市学校給食センター運営委員会 開催結果（概要） 

 

１ 開催日時 令和 4年 11月 28日（月）午後 3時 01分から午後 3時 35分 

２ 開催場所 釜石市学校給食センター2階会議室 

３ 出席委員 12人 

          及川美香子委員、鈴木崇委員、佐藤一成委員、柏舘秀一委員 

蛸島茂雄委員、外舘悌委員、石手洗慎委員、金野宏美委員 

須藤寛人委員、内舘菜穂子委員、佐々木恵委員、小澤喜久子委員 

  欠席委員  4人 

小笠原亮委員、鈴木繁委員、千葉悟委員、藤井津佳子委員 

４ 事務局   4人 

  山根美保子所長、佐々木慧主事、土手主任栄養士、菅原良枝栄養教諭 

５ 傍聴者   1人 

６ 議事 

（1）献立募集審査 「ぼくのわたしのおすすめ汁もの」  選定 

 ①応募総数 314件（小学校 90件、中学校 224件） 

 ②経過 

  募集要項に基づき給食センター職員、調理委託業者の栄養士及び調理師において、小学

校 10作品、中学校 10作品を選定し、その中から釜石市食生活改善推進員および母子保健

推進員において選定した小学校 4作品、中学校 4作品について審査し、小中学校毎に以下

のとおり選定した。 

 ③結果 

 ・小学校  最優秀賞 栗林小学校 3年生 

「ふわふわサケつみれのまごわやさしいとうにゅうスープ」 

       優秀賞  鵜住居小学校 3年生「余り野菜と鶏ひき肉のトマトみそスープ」 

            鵜住居小学校 5年生「ＨＯＴほっとなたんたんすーぷ」 

            鵜住居小学校 6年生「石狩風みそ汁」 

 ・中学校  最優秀賞 釜石中学校 3年生「グルテンフリーのバランすいとん」 

        優秀賞  釜石中学校 1年生 

「野菜たっぷり！さつまいものクラムチャウダー」 



釜石中学校 1年生「スタミナねばとろ汁（サンマ入り）」 

釜石中学校 3年生「豆腐だんごスープ」 

（2）残量調査途中経過  報告 

 ・内容 例年実施している副菜に合わせてご飯について実施 

 ・期間 6月から 12月 

 ・結果 11月 7日までの調査（4回） 

 ・考察 全ての調査回において中学校の方が残量率が高い結果となった。 

     残量率が高い要因として、献立の組み合わせや食材の好き嫌いもあると思われる

が、欠席者数が関係している学校もあったと推測している。 

     同じ料理でも学校間や学級間によって残量率に差がみられ、残量率が高い学級ほ

ど盛り残し分が多いという傾向がみられた。 

     児童生徒の嗜好を考慮しながら、調理方法や味付け等をさらに検討していく。 

（3）その他 

  ○教職員の学校給食費徴収方法について  報告 

   令和 5年度からすべての教職員について、原則口座振替での徴収を実施 

   手続きについてご協力をお願いする。 

７ 主な質疑・意見等 

 ○残量調査報告 

  意見：残量についてデータだけではわからない部分もあるので、たとえば所長が 14校

回ってどのような盛り付けをしているか、どういうふうに食べているか１校 1回

ずつ回ると実態がわかると思うが、いかがなものか。 

  回答：ご意見いただいたので、そのような機会を作れるように私と栄養教諭と栄養士の

全員でというのは業務上難しいが、今後考えていきたいと思う。 

  意見：体の大きさによって必要なエネルギー量が違ってくると思う。担任の先生は食べ

られる量を配慮して配膳している部分もあると思う。好き嫌いせずに食べること

は基本だが、みんなが同じ量を食べるという必要なエネルギーを取るのではな

く、体の大きさによってそこは違ってきてそういう配慮をして盛り付けを工夫し

ている先生もいると思う。 

  質問：あとで、残量の多い学級等は教えていただけるのか。 

  回答：各学校に学級名が書かれた資料がその学校の分だけ届くようにしている。 

  意見：あまりに多いのは給食指導の方が必要と思うので、お願いします。 



  意見：ワクチン接種やインフルエンザとか、今はちょっと熱が出ると出席停止なので、

そういう部分は多かったと思う。 

  回答：今回の調査では、例年と比べて極端に残量が多い時があった。来年度は調査後に

欠席者数を学校さんにお尋ねして因果関係も見ていきながら、考察していきたい

と考えているので、その時はご協力をいただきたい。 

  意見：なるべく実態に合わせた数値が出ればいいと思う。 

  質問：食生活に関する実態調査で、給食を減らしたり残したりする理由がこちらも苦手

なものがあるということが一番だったことは毎年同じような感じなのか。 

  回答：同じような傾向にあるが、食欲がないと回答している子どもたちが一定数いるの

は気になるところではある。 

 ○その他 

  質問：今すごい物価が上がっているが、給食費は来年度も据え置きか。 

  回答：給食費を来年度すぐ上げるということはまだ想定していないが、運営委員会の中

で協議をしていく必要があると思っている。実際に上がるというのは保護者さん

が大変になってくると思うので、来年度以降どのような形で持っていければいい

のか、献立は苦労しながら工夫しながら毎月作成している。今後の情勢によって

はやはり値上がりも必要になってくる場合も考えられるので、運営委員会で相談

させていただきながら、今後考えていきたい。 

 


